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§１．研究成果の概要 

光照射下でのアンモニア合成を促進する新触媒を探索する中で、希土類酸水素化物（LaH3-2xOx, 

CeH3-2xOx）担持 Ru 触媒が低温でのアンモニア合成に優れた性能を示すことを見いだした。希土

類酸水素化物である LaH3-2xOx は、300℃付近の中低温領域で世界最高レベルのヒドリドイオン導

電性を示す物質であり、LaH3 と La2O3 の固相合成により作成できるが合成時の原料比を変えること

で LaH3-2xOx の H-イオン量を制御できる。本試料に Ru を担持し、アンモニア合成活性を調べると、

Ru/La2O3 と比較して触媒作動温度領域が 100℃程度低下した。また、Ru/CeH3-2xOx についても同

様の傾向が見られた。Ru/LaH3-2xOx の作動温度領域は、Ru/LaH3 と同じでありいずれの場合も H-

欠陥が表面に形成されると担体表面の仕事関数が小さくなり優れた電子供与性を示すため、Ru上

の N2 解離を促進する。一方、Ru/LaH3 触媒では反応中に触媒表面が徐々に窒化され触媒活性が

時間とともに低下する。Ru/LaH3-2xOxは窒化に対する耐性が高く触媒活性が低下しないことがわか

った。このように酸水素化物を利用することで、安定して H-イオン由来の電子供与性を付与できる

ことを明らかにした。 

上述した触媒を用い、光照射下でのアンモニア合成を行うと、Ru/LaH3 よりも Ru/LaH3-2xOx の方が

高い触媒活性を示し、光照射によってアンモニア合成活性が大きく向上することがわかった。光触

媒である TiO2 に Ru を担持下触媒で同様の反応を行ってもアンモニア合成活性は確認されず、H-

イオンが関与する特異な光励起作用が触媒活性に寄与していることが示唆された。本触媒系にお

ける反応メカニズムを解明することが、さらなる高性能化を目指す上で重要である。 
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